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「低炭素の経済発展をめざそう』

f~ _c｡P2!に応えて分散型ﾒガｿｰﾗｰの長期ビジｮﾝを_ 一一一、
11月13～14日に｢市民｡地域共同発電所全国フォーラム小田原大会｣に会員と共に参加した.地元,鈴廣の鈴

木悌介社長は講演で,なぜ｢かまぼこ屋｣がエネルギーを考えることになったのか.それは,2011年3月11日直後に、

日本商工会議所青年部以来の気仙沼の友人を支援に始まり,その時の体験から顔の見える関係の重要性を実感し

た.2013年3月に｢エネルギーから経済を考える経営者ネットワーク｣を立ち上げた.今年完成した新社屋は,井戸水

を利用した夏の冷房節約と冬の暖房節約､太陽熱給湯,太陽光による全館照明,ソーラー発電など,再エネをフル

に活用しているとのことでした．

パネルディスカッションでは､まず小田原｢ぼうとくエネルギー株式会社｣の志澤氏は､地元の多数の中小企業かI
q

ら協力を受け市長の応援も得て山間にメガソーラーを作った.次に徳島地域エネルギーから豊岡さんの話は寄付の

お礼に特産品を送る形のｿｰﾗｰ開発,水路の補修に合わせて小水力発電,ﾁﾂプポｲﾗｰなど3人で始めて今で

は15人の専門集団(年商8億円)となり活動は鳴門まで及び村営風車も計画中とのことです.パルシステム神奈川ゆ

めコープの吉中さんから29万人の会員数を生かした再エネ開発の話がありました(永嶋文雄)．

11月30日から始まったCOP21では｢人類の生存は,この会議での決断にかかっている｣との共通理解が深まりそう

です.播基文国連事務総長が会合の冒頭で,地球温暖化抑止のために,各国首脳に｢優柔不断や中途半端は認

められない｣と求めました.各国の取り組みでは,150国以上が自主的な削減目標を提出しています.主なところでは

アメリカ:25年に26～28％削減,中国:30年までに減少に転じる,EU:30年に40%削減,ロシア:30年に25～30%

減,ｲﾝド:30年までに国内総生産当たりの排出量を33～35％減,インドのモデイ首相は｢国際ソーラー連合｣を提唱
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しています.日本:30年に26％減(13年比),これは90年比にして18％減に

しかなりません(これでいいのでしょうか？)･･これらの目標を合計しても,気温

上昇が3°Cに達する恐れがあります.私たちは政策決定者(国･県･市町村）

に｢世界の気温上昇を2℃未満に抑える目標に見合った行動を｣,｢低炭素

の経済発展をめざそう｣と求めようではありませんか／

藤沢市はCO2削減40%(90年比)を22年までに達成することを決定し

ています.人口40万都市でこれだけの野心的な目標を掲げているのは，

EU以上です.EUはさらに,50年までに80～95%削減(90年比)を表明し,長

期ビジョンを持っています｡私たちも多くの市民の皆さんと共に｢COP21｣を

受けて,長期ピジｮﾝのある｢低炭素の経済発展をめざす都市藤沢｣に向け

て前進することを期待じて止みません．
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